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経

済

成

長

と

財

政

政

策

前

田

新

太

郎

民

次

て

は

し

が

き

ご
、
経
済
成
長
分
析
の
一
一
つ
の
型
と
財
政
収
支

一
一
一
、
経
済
成
長
と
均
衡
予
算

四
、
経
済
成
長
と
不
均
衡
予
算

五

、

む

す

び一
、
は
し
が

きその
「
聯
邦
予
算
編
成
と
財
政
政
策
」
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
始
め
て
い
る
。
『
わ
ず
か
一
一

O
年
前
ま

で
は
、
財
政
政
策
!
政
府
が
そ
の
支
出
及
び
収
入
計
画
を
利
用
し
て
、
国
民
所
得
、
生
産
及
び
麗
僚
に
、
望
ま
し
き
影
響
を
与
え
、
窪
ま

ア
1
・什ノ

1
・
ス
ミ
l
v
v
l
ズ
は
、

し
か
ら
ぬ
影
響
を
避
け
る
と
い
う
政
策
i
は
、
事
実
上
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
:
:
:
単
純
な
接
近
方
法
は
、
政
府
支
出
の
混
論
に
つ

い
て
要
求
す
る
と
こ
ろ
は
、

ほ
と
ん
ど
な
く
、
他
方
、
租
税
の
現
論
は
、
主
と
し
て
公
平
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
た
O
i
-
-
-
一
九
一
一
一
六

一
九
三
八
年
の
不
、
説
、
及
び
こ
の
留
に
お
け
る
、

ハ
シ
セ
シ
教
授
指
導
の
努
力
が
非
常
な
進
歩
を
も
た

年
の
『
一
般
理
論
』
の
公
刊
、

ら
し
た
。
・
:
:
・

5
0
年
代
の
末
ま
で
に
、

ハ
シ
セ
シ
は
、
景
気
循
環
対
策
を
是
と
す
る
有
力
な
論
拠
を
一
ボ
し
、
長
期
停
滞
を
相
殺
す
る
に

経
済
学
研
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経
済
成
長
と
財
政
政
策

前
回

は
対
政
政
策
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
役
の
有
名
な
命
題
を
提
唱
し
た
。
:
:
:
戦
後
財
政
成
策
に
関
す
る
構
想
で
は
、
も
ち
ろ
ん
重
点
は
、

不
況
克
服
か
ら
一
転
し
て
、
戦
争
の
衝
撃
下
に
達
成
さ
れ
た
完
全
廃
一
俸
を
維
持
す
る
と
い
う
と
と
に
移
っ
た
」
と
。
こ
の

の
脅
か
れ

た
の
は
一
九
四
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、

い
ま
や
新
し
ぎ
時
代
の
栢
を
反
映
し
て
、
円
J

わ
ず
か
十
年
前
ま
で
は
云
々
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ

て

か
れ
る
時
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
は

カ
l
y
-
ケ
イ
シ
ズ
の
乗
数
分
析
が
対
政
分
野
に
ま
で
拡
充
さ
れ
て
、
短
期
的
な
経
消
安
定
の
理
論
と
な
り
、
完
全
履

し
得
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
完
全
一
震
傭
の
実
質
所
得
水
準
を
所
与
と
し
、
投
資
が
重
要
な
戦
略
的
予
段
と

俸
の
理
論
と
な
っ
て
、
好
評
を

な
る
け
れ
ど
も
、
資
本
の
蓄
積
は
一

の
ま
ま
と
さ
れ
る
規
期
的
分
析
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
長
期
的
に
完
全
廃
俸
を
維
持
す
る
た
め
に

は

労
働
人
口
増
加
、
資
本
な
ら
び
に
労
働
の
生
産
性
の
向
上
に
沼
じ
、
完
全
麗
俸
の
実
習
所
得
水
準
は
変
動
し
得
る
も
の

と
し
て
、
分
析
の
対
象
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
の
も
と
に
新
し
く
問
題
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な

-2-

ら
な
い
の
で
あ
る
。

る
が
、

1
・R ハロ
ッ
ド
が
岡
山

-m出
向
き
仏
E

〉
口
問
的
問

a
zりMHHMmHH同庁、
H，v
g
H・1
N
W
-
H
・富山

R
Lお
む
・
を
書
い
た
の
は
一
九
三
九
年
で
あ

一
九
五

O
年
刊
に
お
い
て
、
『
私
は
以
前
に
そ
の
論
文
を
み
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

尤
も

ヒ
ッ
ク
ス
、
も〈

ヨ

ぜ

て
、
自
分
を
責
め
た
い
気
持
で
あ
る
』
と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、

さ
ら
に
、
特
燥
な
も
の
と
し
て
、
ナ
ム
エ
ル
ソ
シ
の
論
文
司
・
〉
・

ωmgco】由。
3

E

H
ロ
Z
5
2
2
5
σ
2
4
2
8
p
o
冨
ロ
在
℃
ロ

2
K
F
E
q白山田

ひ
と
尽
を
ひ
か
な
か
っ
た
。

き
門
ご
吉
田
ωユ
ロ
ロ
目
立
ゆ
え
何
回
円
台
。
-
m
g
z
。ロ
wwHNhtH.ns
久
町
E
き
さ
片
山
辺
ミ
な
R
2・
言
者

L
8
0・
は
乗
数
と
加
速
震
の
く
み
あ
わ
せ
、

す
な

わ
ち
消
費
と
投
資
の
ど
へ
イ
ピ
ア
に
つ
い
て
の
特
定
の
仮
定
に
よ
っ
て
、
所
得
成
長
の
径
絡
を
追
求
し
た
。

し
か
し
て
、
経
済
成
長
の
問
題
が
真
に
経
済
理
論
の
問
題
と
し
て
主
要
な
地
泣
を
か
く
と
く
し
た
の
は
、
次
の
全
く
独
立
に
官
官
か
れ
た

二
つ
の
裂
の
、
す
な
わ
ち
ド
マ

1
ル
の
論
文
明
ヨ
ミ
ロ
ロ
。
B
h
F
R
d
m
円vxo日
間
同
匂
山
口
氏
OHM
・
河
内
凶
円
。
え
の

5
4司
F
w
m
w同
氏
問

gH)
ゲヨ
HMmwHMFZ



同
さ
さ
き
mH豆町
h
N

〉
胃
・
思
怠
w
Z
M凶
一
同
宮
口
氏
。
ロ
mw
足

切
H
H
H

門}目。可
H
U
O
H
M仲

w
z
h・N
N
・
均
・
室
内

R
-
u
s
h
お
よ
び
ハ
ロ
ッ
ド
の

む
し
可
芯
む
さ
九
円
阿
川
町
言
。
ミ
丸
町
的
出
品
∞
・
が
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
一
つ
の
型
の
経
済
成
長
理
論
は
、
そ
の
接
近
の
方
法
に
お
い

同
J

。NthH
柏
、
札
お

て
異
な
る
け
れ
ど
も
、
何
れ
も
出
発
点
と
し
て
ケ
イ
ジ
ズ
的
短
期
貯
蓄
投
資
分
析
を
と
り
、
継
続
す
る
経
済
安
定
の
必
要
条
件
と
し
て
の

経
清
成
長
に
関
心
を
よ
せ
、
不
況
を
資
本
主
義
経
済
か
ら
追
放
す
る
た
め
に
は
、
投
資
と
所
得
が
常
に
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を

示
し
た
い
白
川
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
カ

l
y
・
ケ
イ
ン
ズ
流
の
分
析
で
は
、
そ
の
理
論
が
財
政
分
野
に
拡
充
さ
れ
て
、
財
政
政
策
を
景
気
循
環
と
関
係
な

し
に
論
ず
る
こ
と
が
殆
ん
ど
な
く
な
り
、
資
本
主
義
経
済
で
は
完
全
短
縮
附
を
保
つ
よ
う
な
所
得
水
準
で
均
衡
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て

い
た
ぺ

V
ミ
ズ
ム
を
一
掃
し
た
の
に
、
成
長
の
経
済
理
論
に
は
財
政
政
策
が
容
易
に
と
り
入
れ
ら
れ
ず
、

安
定
的
均
衡
成
長
率
の
維
持
は

財
政
政
策
を
経
済
成
長
理
論
に
と
り
入
れ
た
の
は
、

ガ
ー
リ
ー
の
論
文
】
O
Y
ロ
C
・
C
C同日。可
z
目的

g-pv-w可
宮
内
W
C
8
4司
山
口
ぬ
切
の
。
ロ
守

-3-

だ
い
た
い
偶
然
的
な
俊
幸
と
さ
れ
て
い
た
。

BM刊
3
H
・
、
-
N
W
-

む
2
J
5
8・
が
最
初
で
あ
り
、
ハ
ム
パ

l
グ
の

同
)
・
出
山
口
渉
再
mwN円
吉
き
さ
帆
問
。
さ
S
N
p
b
S門
出

N
E
E
F帆
言
、
"
巴
。
。
・
ク

リ
ハ
一
フ
の
論
文
同

g
E任
問
・
烈
号
笹
山
S
E
C
S名
門
町
言
。
仏
命
日
山
口
弘
吉
田
n
m
H
E
E日
片
山
、
可
ω
E
8
2
0吋
印

1

、
N
h
~
v
N
含
司
法
ぬ
暗
号

h
z。・
N
w
s
g・

Ahav 

ス
ミ
ス
の
論
文
当
時
日
ロ
戸
・

ω
s
k
y
-
z
p向。

gsqaEmn色
一
勺
。
日
付

M18仏
間
円
。
ロ
C
S
K
C
S当
岳

=
c・h
・同

-Fuぴ
-
w

凶
器
戸
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
財
政
政
策
の
成
長
経
済
へ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
安
定
的
均
衡
成
長
に
関
す
る
ぺ

ν
ミ
ズ
ム
は
成
る
程
度
、

泊
す
る
で
あ
ろ
う
。
比
較
静
態
に
お
け
る
ご
と
く
ハ
ロ
ッ
ド
的
動
態
に
お
い
て
も
、
財
政
政
策
は
そ
の
有
効
性
を
立
証
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
の
目
的
は
、
友
の
詩
論
文
・
著
書
の
批
判
を
通
じ
て
、
体
系
的
な
分
析
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
批
判
な
紹
介
に

お
い
て
お
こ
な
う
な
ら
ば
、
原
文
の

そ
の
ま
ま
用
う
る
に
し
く
は
な
い
け
れ
ど
も

そ
の
関
に
統
一
の
な
い

々
雑
多
な

記
号
を
用
い
る
こ
と
は
繁
雑
な
ば
か
り
か
、
体
系
的
分
析
に
は
不
む
き
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
な
る
べ
く
通
常
の
用
法
に
従
っ
て
統
一
し
、

経
済
学
研
究



経
済
成
長
と
財
政
政
策

前
回

必
要
な
場
合
は
註
を
附
す
る
こ
と
に
す
る
。

(1) 

kzs日
ω
g
Z民
自
白
¥
吋
出
品
申
司
胆
同
一
切
口
島
m
H
m
w
広岡
M
m

何
回
口
品
目
虫
色

Mvanu九
二
口
出
・

ω・
国
呂
田
(
申
E
h
h
wミ
g
q
b司
自
己
誌
な
喜
抽
選
可
円
相
暗
延
町
自
由
喝
さ
き
内
gw

M
M
M
Y
H
4
品i
H
4
a
・
訳
査
官
「
政
策
鎗
」
一
一
一

l
五
頁
。

』

-m-
出片山内
m

r

k

山内リミ乱立守£一円品
S
N
H
O
H
F
G

同A
F
G

也、q
c
¥
H
F
ぬ冷三割門出。。目、《川町会同盟問。
u

同}・
4
・

沼
沢
弘
吉
区
"
同
J

音色『目、

-
H
N
町田
C
S
D
ぎ
な

H
V
問、
s
a
g仇3
5
m品・
4

司
・
出
回
君
冊
目
H
H
H
0

・
k

同
句
刊
誌
仏
国
工
事

H
F
G

竹
宮
q
y
q
弐
同
町
S
き
さ
な
匂
せ
O
N
蕊
芯
SW

H
U
2・
も
同
様
で
あ
る
。

他
に
も
財
政
と
経
済
成
長
の
関
連
を
扱
っ
た
も
の
は
あ
る
が
、
理
論
的
で
な
く
ハ
例
え
ば
、
旬
-
∞
唱
曲
H
M
m

何
回
市
夕
食
喝
さ
由
句
。
丘
町
語
句
。
匂
己
主
目
。
口
出
出
品

E
n
o
s∞
の

5
三
宮
富
島
宮
間
口
包
一
言
宏
之
弓
g
Hな
き
二
-
号
、

S
3
8
~・沼田司
-
L
8
8、
理
論
的
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
見
る
機
会
を
得
な
か
っ

た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
司
-kr
・白血

5
5山田
S
¥寸
z
z
g弔問
L
O
O
W
Z
4
員
一
白
出
向
凶
器
出
口
即
日
可
。
ロ
ミ
ー
吉
岡
正
寄
ミ
凶
J-

号
、
一
色
町
仇
自
覚
、
ミ
同
町
q
c
s
-

さ
晶
司
令
『
g
a
F
岳
山
吉
弘
匂
Z
F魚
肉
料

M
F
H
U
m
m
-
で
あ
る
。

[3) (2) (4) 

ニ
、
経
済
成
長
分
析
の
ニ
つ
の
型
と
財
政
収
支

- 4ー

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

経
済
成
長
へ
の
接
近
に
は
二
つ
の
型
が
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
の
型
は
ド
マ

l
ル
に
よ
る
も
の
で
、

資
本
係
数

ハ
ま
た
は
そ
の
逆
数
)
の
平
均
ま
た
は
間
限
界
値
、
資
本
蓄
積
量
と
生
産
高
ま
た
は
生
産
能
力
と
の
比
率
を
用
う
る
分
析
で
あ
り
、
従
っ
て

技
荷
的
で
あ
っ
て
、
生
産
能
力
に
つ
い
て
の
投
資
の
効
果
を
強
調
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
裂
は
ハ
ロ
ッ
ド
に
よ
る
も
の
で
、
加
速

度
係
数
、
投
資
と
そ
の
投
資
を
誘
発
し
得
る
所
得
増
分
と
の
比
率
を
用
い
る
分
析
で
あ
り
、
従
っ
て
企
業
家
の
所
得
変
化
に
対
す
る
反
応

を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

投
資
の
一
一
重
性
格
す
な
わ
ち
、
投
資
は
所
得
を
生
ず
る
の
み
な
ら
ず
生
意
能
力
も
増
す
。
従
っ
て
完
全
震
傭
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
生
産
能
力
に
応
じ
て
生
産
さ
れ
る
も
の
を
吸
収
す
る
た
め
に
所
得
が
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
一
凶
で
均
衡
所
得
は
。

F

第
一
型

で
ま
ず
完
全
雇
傭
所
得
に
一
致
し
て
お
り
、

M
F
と
同
は
ケ
イ
シ
ズ
の
所
得
決
定
悶
子
で
あ
り
、
生
産
能
力
へ
の
純
増
分
担
、
。
す
な
わ
ち



弘
、
と
投
資

MrFす
な
わ
ち
h
h
円
引
旬
、
と
の
関
係
は
、
同
》
函
数
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
投
資

MFF
に
対
し

F
F
だ
け
の
所
得

増
加
を
必
要
と
す
る
。
同
は
独
立
変
数
で
、

A
剛
、
は
従
属
変
数
で
あ
り
、

q

は
角
、
州
、
V

切
。
の
正
切
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
期
の
完
全
震
鰭
所

得
水
準
。
尽
を
維
持
す
る
た
め
に
』
で
の
投
資
増
加
が
必
要
と
な
る
。
所
得
増
加
は
毘
で
明
瞭
の
よ
う
に
漸
増
師
、
V
M
J
V
F
W
U

の
必
要
一
が

あ
る
。右

の
図
解
を
数
式
に
示
ぜ
ば

(

同

)

A
M
)
H
q
h同
町

H
q
h

(N) 
h
H

師、
H
H
A
N
〕
{
¥
砕

rz同
調
与
税
↓
除
去

(ω) 

之
内
H
h
H忌

(
h
F
)
 

T
A
M門

H
K

(
切
)

』

w
q
H
A
L『
¥
弘
同

H
h
民主同

平
均
貯
蓄
性
向
と
摂
界
貯
蓄
性
向
が

し
け
れ
ば

州、
H
L『
¥
砕

A
L『
¥
』
昨

h
R
H
d相
iH
主同

と
な
る
。

F F 

由
Z
一
〉
〈
凹

.
H
Z
ω
玄
↑
回
出
〉
Z
一

。

す
な
わ
ち
必
要
投
資
増
加
率
は
雪
で
あ
る
。
ま
た
、

mw
式
に
よ
っ
て
、
所
得
増
加
は
投
資
絶
対
額
の
増
加
が
な
く
と
も
好
蓄
函
数
の

下
落
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
後
に
、
均
衡
予
算
の
乗
数
効
果
と
し
て
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

傭
水
準
は
、
函
数
で
き
め
ら
れ
た
率
で
増
加
す
る
か
ら
、
限
界
貯
蓄
性
向
の
高
い
ほ
ど
、
毎
年
の
投
資
増
加
も
多
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

と
、
。

え
し

経
済
学
研
究
貯
蓄
は
所
得
の
一
定
率
で
あ
り
、
投
資
は
所
得
増
加
率
に
依
存
す
る
か
ら
二
期
間
の
所
得
変
化
に
相
思
ず
る
必
要
が
あ
り
、

第
二
型

- 5ー
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CAPACITY INCOME 

o
z一
〉
司
川
・
い
Z
一
芝
ト
J

円
以
〉
Z
一
|
。

(
品
)

前
回

と
投
資
が
一
致
す
る
た
め
に
は
所
得
が
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
切
第
二
図
で
貯
蓄

F

F
は

貯
蓄
に
等
し
い
投
資

i
p
F
す
な
わ
ち
同
は
所
得
増
分

F
M
J

同
期
の
所
得
。
お
の
菌
数
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
h
州
、
.
に
対
す
る
比
率
屯
(
加
速
度
係
数
)
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
投
資
合
誘
発

す
る
た
め
に
必
要
な
所
得
増
加
額
、
は

F

R
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
こ
の
必
要
既
得
増
加

額
は
、
第
一
型
と
同
様
に
漸
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
図
に
よ
っ
て

F

R
〈

R

R
あ
き
ら
か

で
あ
る
。

右
の
図
解
を
定
差
方
程
式
に
示
丸
山
~

(

H

)

 

i
p
H
∞TM 

r、a

M
V
H
M
M
J
 

-6-

( 

む。
) 

旬

、

日

常

(
F
i
F
!
M
)

(

切

)

M
M
J
l
M
H
q
(
M
J
I
R
i
M
)
 

(
F
i
F
M
)
示
i
H
H
山

・

・

-
-
F

す
な
わ
ち
、
保
証
成
長
率
。
遣
は
貯
蓄
率
的
の
小
な
る
ほ
ど
小
、

加
速
度
係
数
也
の
大
な
る
ほ
ど
小
で
あ
り
、
逆
も
莫
な
る
こ
と
が
証

が
維
持
さ
れ
る
限
り
、

明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
留
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
Q

こ
の
保
証
成
長
率

か
く
て
、
事
前
的
投
資
(
貯
蓄
)
は
事
後
的
投
資
と
一
致
し
、

初
期
条
件
と
し
て
完
全
一
一
渥
俸
の
所
得
水
準
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
完
全
一
康
一
鵠
の
長
期
的
維
持
を
可
能
に
す
る
で

こ
れ
ら
こ
つ
の
裂
の
成
長
分
析
は
、

あ
ろ
う
。
も
し
現
実
の
成
長
率
が
こ
れ
以
下
で
あ
っ
た
ら
↑

は
増
加
し
、

は
一
定
一
俸
を
少
な
く
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
財
政
支
出
の
成
長
効
果
と
叫
財
政
収
入
の
成
長
効
果
を
み
ち
び
く
た
め
に
必
要
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
の
型
の
成
長
分
析
は
、
生
産
性
を
一
定
と
す
る
と
き
財
政
経
費
の
生
産
的
支
出
割
合
が
成
長
率
に
作
用
す
る
こ
と
を
示



し
、
第
二
の
型
の
成
長
分
析
は
、
財
政
収
入
(
租
税
)
が
投
資
率
、
と
貯
蓄
率
に
及
ぼ
す
影
響
に
よ
っ
て
成
長
率
を
左
右
す
る
こ
と
を
示
す
。

か
く
て
、
財
政
は
支
出
簡
と
収
入
居
に
お
い
て
、
経
済
成
長
に
作
用
す
る
の
で
ゆ
め
る
。

(1) 

出
2
0
5
E
H
i
p
h
h
k
r
の
曲
。
自
己
司
目
白

p
p
a
u可
田
山
田

O
崎
別
@
白
血
ロ
け
の

54弓
手
露
。
品
四
一
M

・3
K
F
H
U・戸∞由何回
?
"
H
S
M
-
に
主
と
し
て
よ
り
、
前
記
回
目

gσ
定
一
ぬ
-

CMM己申河一一
w
m
g
z
v
ら
の
説
明
裳
論
文
な
ら
び
に
祭
者
の
考
え
に
よ
り
修
正
し
た
。

第
て
部
一
一
間
闘
は
ハ
ム
パ

1
グ
が
デ
ィ
ラ
ー
ド
む
湾
問
日
出
一
同
む
告
白
誌
に
教
え
ら
れ
た
と
い
う
図
ハ
泊
朝
四
番
七

O
一
良
)
を
ピ
ル
ピ
ン
の
院
に
重
ね
た
も
の

で
あ
る
。

ピ
ル
ピ
ン
は

(

ど

か

u
u
h
u

(

凶

)

訟

H
白

ペ

偽

l
H

(
間
)
古
川
内
J
F
i
M
E
F

/

d

、、

(
由
)
『

H
i団
i。

と
し
て
い
る
が
、

喧li
11 

『

十
ト・4

- 7ー

(2) (3) 

こ
れ
は

州
、
随
行
U
S
M
-
N
i
M
十
喧
(
州
、
N
I
M
-
N
j】
)

同情
H
H
S
州
、
?
同
十
両
剛
、
N

j

M

(

.

・.

刊
に
吋
N
-
H
S
十
臨

N
V
自
h
U
)

と
な
っ
て
、
限
界
消
費
性
向
と
限
界
貯
蓄
性
向
の
合
計
が
成
長
の
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
ー
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
を
絡
に
仮
定
す
る
か
ら
不
合
理
で
あ
る
と

ガ

i
n
J
1
が
批
判
し
て
い
る
。
ガ
l
り
l
自
ら
は

(
同

)
L
P
H
H
V

(
悶
)
阿
佐

H
拍対処

(
品
)
曲
一

m
u
e一
F
i阿
J
t
L
)

(
間
)
(
示

i
M
O
L
R
R
V
L
H
白

¥
(
d
i
a

経
済
学
研
宛
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諮
問

す
な
わ
ち

C
さ
と
し
て
史
(
曲
、
!
∞
)
を
示
す
J

ス
ミ
ス
は
公
司
可
。
同
母
国
由
。
司
の
ロ
込
書
C
D
盟
虫
色
一
句
。
日
目
。
『
山
口

pcsd弔
問
ロ
ぬ
民

2
5
g
uミ
弘
、
・
向
。
$
・
H
U
訟
に
お
い
て
、
ガ
ー
ヲ
ー
の
成
長
率
は

p
u
Q
I
S
M
-偽

i
p
n
u
d
(
州、
T
I
て
?
同
)

M
1
N

誌
の
V

十
か

(
5・
8
・
市
(
白

)
R
3
〉
戸
、
パ

∞1':) .... ---

州

Y
U
H
!同
i
M
U
i
H

6
1
t
曲

(
州
、

N
B
i
F
L
)
¥
ぺ
?
】
江
主
。
i
g

で
あ
り
、
同
式
は
凶
式
と
の
総
合
せ
に
お
い
て
決
定
的
に
非
現
笑
な
仮
定
を
含
み
、
投
資
信
へ
の
注
文
が
製
品
の
売
上
高
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
、
必
要

な
投
資
財
、
が
そ
の
期
間
内
に
生
産
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
自
身
は
こ
れ
と
同
一
の
形
の
式
を
間
用
い
て

い
る
。
色
刷
y

q
訟
喝
・
∞
∞
・
ガ
l
n
J
ー
が
ど
ん
ピ
ン
を
批
判
し
た
場
合
に
は
、
ガ
l
リ
1
白
か
ら
が

vd品目】由
H
1
m
何
回

p
m
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

師、処

u
のN
l
M
十
L
O
i
M

ぺN
l
(同
!
抽
十
三
吋
?
同
十
せ
吋
?
凶
封
。

と
い
う
一
一
階
の
定
芝
方
程
式
を
み
ち
び
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
ガ
ー
リ
ー
の
お
巾
℃

q
s
a
-も、
ζ

の
批
判
を
う
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
抱
一
句
、
司
曲
、

(師、
1
i
m
j凶
)
で
は
、
た
と
え
ば
貯
蓄
額
が
投
資
額
よ
り
多
い
と
き
に
ぺ
二
同
収
縮
す
る
が
、
そ
れ
ば
ま
す
ま
す
急
速
に
投
資
額
を
減
少
さ
せ
る
。
こ
れ

は
不
合
理
で
ゐ
る
。
曲
一
示
日
三
代
-
i
州、
N
1
乙
で
あ
れ
ば
、
問
、
の
変
動
に
よ
っ
て
貯
替
と
投
資
は
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

- 8ー

場参

、
経
済
成
長
と
均
衡
予
算

前
述
の
ご
と
く
経
済
成
長
の
第
一
型
は

(
能
力
)
の
成
長
が
前
期
の
実
現
投
資
(
帝
蓄
)
の
戎
る
一
定
率
q
に
等
し
く
、

前
期
の
実
現
投
資
は
実
現
貯
蓄
に

し
く
、
旦
っ
そ
の
期
の
計
語
投
資
に

し
い
も
の
と
す
る
。
ド
マ

1
ル
は
微
分
方
程
式
で
示
し
た
が
、

こ
れ
を
定
差
方
程
式
に
示
せ
ば



剛、一!州、一
L
行

q
N
U
j凶

F
H
h
r
M
¥

ペナ

師、一
i
てい】)¥州、い
H
H
b
q

ま
た
生
産
高
(
能
力
)
の
成
長
は
、

実
現
投
資
の
み
に
よ
ら
ず
、
労
働
力
の
成
長
そ
の
弛
に
よ
っ
て
も
左
お
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
資

本
設
備
の
完
全
利
用
を
確
保
す
る
成
長
率
と
、
労
働
力
の
完
全
雇
俸
を
獄
保
す
る
成
長
率
は
別
個
に
と
り
あ
っ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

小
論
で
は
完
全
雇
傭
成
長
率
を
分
析
せ
ず
、
完
全
利
用
成
長
率
の
み
を

C
N円
と
し
て
論
ず
る
。
換
言
す
れ
ば
、
資
本
設
備
の
完
全
利
用
が

労
働
力
そ
の
勉
の
完
全
廃
傭
な
も
時
時
に
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
次
に
述
べ
る
第
二
型
の
成
長
率
す
な
わ
ち
貯
蓄
と
計
画
投
資
の
均
等
ず
る
成
長
率
を
保
証
成
長
率
。
さ
と
し
よ
う
。
こ
の
第
二
型

の
保
証
成
長
率
は
、

す
で
に
定
差
方
程
式
で
示
し
た
と
お
り

-9ー

C
荏

打
M

町¥。

で
あ
る
。
こ
の
保
証
成
長
率
と
完
全
利
用
成
長
率
が

し
い
場
合
に
、
安
定
成
長
率
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
Q

、
す
な
わ
ち

』

w
q
打
師
¥
屯

で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
完
全
利
用
成
長
率
が
貯
蓄
と
投
資
を
等
し
く
す
る
よ
う
な
(
保
証
〉
成
長
で
あ
る
た
め
、
長
期
に
安
定
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。

も
し
、
て
-
八
加
古
す
な
わ
ち
完
全
利
用
成
長
率

chが
保
証
成
長
率

C
S
よ
り
小
で
あ
れ
ば
、

こ
の

C
h
で
は
不
安
定
で
あ
り
、。
と

し
い
ほ
ど
に
増
大
し
な
け
れ
ば
経
済
が
安
定
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
司
、
を
所
h

』
?
と
す
れ
ば
ゐ
が
過
小
で
あ
る
か
ら
、

資
本
設
備
の
過
度
の
使
用
合
伴
な
い
、
当
分
の
間
は
総
生
産
物
は
生
産
能
力
以
上
に
な
り
得
な
い
か
ら
、
物
価
熊
賞
を
ひ
き
起
し
、

イ
シ

経
済
学
研
究
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前
倒

ブ
レ
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
や
、
投
資
の
増
大
を
促
し
、

費
所
指
何
よ
り
急
速
に
鴻
加
す
る
と
お
も
わ
れ
る
。

や
が
て

C
h
は
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
当
初
は
、
貨
幣
所
得
の
方
が
実

ま
た
、
も
し
F
q
V的
¥
q
す
な
わ
ち
完
全
利
用
成
長
率

C
h
が
保
証
成
長
率
よ
り
大
で
φ

め
れ
ば
、
こ
の

C
h
で
は
不
安
定
で
あ
り
、
。
さ
と

し
く
な
る
よ
う
に
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
q
を
所
与
と
す
れ
ば
ヤ
か
過
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
資
本
設
備
の
遊
休
を
生

じ
、
長
期
停
滞
に
入
り
、
所
得
は
減
少
し

投
資
は
減
じ
、

C
Hへ
は
小
さ
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

当
初
の
費
幣
所
得
は
実
質
所
得
よ
り
成
長

率
低
く
、
物
価
は
下
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
は
い
ず
れ
も
、
財
政
活
動
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
両
辺
に
財
政
の

協
を
導
入
す
る
。

ま
ず
左
辺
の
完
全
利
用
成
長
率
で
あ
る
が
、

h
u
i
聞
は
前
期
の
笑
現
投
資
で
あ
り
、

ペト
l
州
、
一
よ
は
そ
の
投
資
に
よ
っ
て
さ
ま
る

の
増
分
で
あ
り
、
均
一
i
H

は
政
府
の
前
期
の
実
現
投
資
の
水
準
、
と
す
れ
ば

剛、一!?もてい
i
同

H
q
(
h
l
凶
十
同
了

-10ー

但
し
、
実
現
す
る
投
資
は
、
生
産
高
か
ら
実
現
消
費
内
と
笑
現
政
府
消
費
、
を
差
間
引
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら

ペヤ
l
w
v
u
i
M
目
。
[
w
y
u
L
!
の一
L

i

b

-
ゐ

(剛、一
1
5
6
w
v
ナミ州、.ぃ
l
M
H
H
G
門
戸

ih刷、
(
M
i
s
-
-
3

N

、
は
私
的
消
費
に
対
す
る
税
率
で
あ
り
、
弘
、
は
政
府
消
費
の
総
生
産
高
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
財
政
支
出
の
う
ち

生
産
的
な
投
資
と
な
る
部
分
と
市
場
経
済
に
お
け
る
生
産
的
投
資
部
分
の
合
計
に
応
ず
る
完
全
利
用
成
長
率
を
示
す
。
従
っ
て
、
政
府
が

に
意
味
を
も
っ
て
く
る
。、.、.、.、.、.、.、.

次
に
右
辺
の
保
証
成
長
率
に
財
政
要
因
を
導
入
し
よ
う
。
計
は
移
転
収
支
を
省
く
税
収
入
、

。
二
仙
叫
財
政
支
出
と
す
れ
ば

M
V
E
T
同
J'eta-C穐

H
H

旬、



次
に

(
H
I
N
)

日
守
と
す
れ
ば

M
V
H
U
M
F

師
、
?

同
d
偽

H
H
N
守、

。地
H
m
M
州、、

』

J
H
e
b
(附
J
1
6
6
8
M
J
i

従
っ
て

(、'"
fぐ む喝

"1 ::: 

γ 十
こI'l

示デ
】 Q

::: 
?1111 
~Ir守~.
111 ニ
~Js.処

言l云 i
111 み
dl注目

よ
っ
て
安
定
成
長
率
は

q 
F四・、
炉d

"' ド鴫
雪、弘

、‘・
」ぷ

11 
宅~I 師

11十
下i'1定
111 
~I~ 
とご|三ミ
ド・-1ド4

111 
!"..Id 

で
あ
り
、
左
辺
は
投
資
者
と
し
て
の
叫
財
政
の
役
割
を
示
す
か
ら
財
政
の
支
出
を
通
じ
て
の
作
用
を
示
す
。
右
辺
は
計
画
さ
れ
た
(
私
的
)

投
資
が
(
私
的
)

z

貯
蓄
と
等
し
く
な
る
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
、
経
済
が
均
衡
す
る
よ
う
に
政
府
が
収
入
を
通
じ
て
総
合
経
済
∞
百
戸
岳
注
目
の

ゅの。ロ。
B
可
に
作
用
す
る
こ
と
を
示
す
。

-11ー

従
っ
て
財
政
当
局
は
、

一
平
均
(
限
界
)
租
税
性
向
N

(

ヘ
に

し
い
も
の
と
仮
定
す
)
と
、
政
府
の
平
均
(
限
界
〉
消
費
性
向
し
又
旬
、
に

等
し
い
も
の
と
仮
定
す
)
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

支
出
の
荷
で
投
資
申
告
と
し
て
行
為
し
、

ま
た
、

N

お
よ
び
、
政
府
の
平
均
支

出
性
向
、
を
変
化
さ
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
入
の
函
で
経
済
均
傷
者
と
し
て
の
行
動
を
な
し
得
る
こ
と
が
わ
か
る
。

き
て
処
で
、

N

れ
も
と
い
う
条
件
、

す
な
わ
ち
均
衡
予
算
と
い
う
条
件
を
右
の
安
定
成
長
率
に
と
り
入
れ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

右

辺
は
的
¥
?
と
な
っ
て
、
財
政
の
影
響
な
ぎ
場
合
の
保
証
成
長
率
と
同
一
に
な
る
。
放
に
、
ガ

l
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
均
衡
予
算
は
経
済
安
定

(
均
衡
〉
者
と
し
て
は
全
く
無
意
味
で
あ
っ
て
、
如
如
な
る
水
準
の
均
衡
予
算
に
つ
い
て
も
、
成
長
率
は

(
Cふ
と
一
致
す
る
。
水
準
の
高

さ
は
影
響
せ
ず
『
故
に
、
可
処
分
個
人
所
得
の
時
間
径
路
は
如
何
な
る
均
衡
予
算
水
準
で
も
間
一
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
計
渇
貯
蓄
と
計

経
済
学
研
究
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前
悶

画
投
資
が
均
衡
予
算
水
準
の
変
化
に
よ
っ
て
擾
乱
さ
れ
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。

L
か
し
、
他
の
す
べ
て
の
こ
と
が
同
一
な
ら
、
均
衡
予
算

の
水
準
の
高
い
ほ
ど
時
罰
当
り
の
純
国
民
所
得
絶
対
水
準
は
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
』
と
云
っ
て
い
る
。
ハ
ム
パ

1
グ
の
意
見
も
同
様
で
あ

る。
し
か
し
、
こ
れ
は
重
要
な
問
題
す
な
わ
ち
課
税
の
貯
蓄
や
投
資
へ
の
影
響
を
見
逃
し
て
い
る
。

法
人
所
得
税
の
場
合
)
は
由
民
所
得
か
ら
、

ハ
ム
パ

I
グ
は
吋
税
は
、
〈
間
接
事
業
税
・

あ
る
い
は
個
人
所
得
か
ら
徴
収
さ
れ
る
。
し
か
し
不
必
要
な
複
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
す

べ
て
の
税
が
国
民
所
得
か
ら
と
ら
れ
る
も
の
と
想
定
し
よ
う
』
と
税
の
種
類
を
一
応
問
題
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
税
制
の
構
成
が
如
何

に
貯
蓄
性
向
(
消
費
性
向
)
に
影
響
す
る
か
、
投
資
性
向
に
影
響
す
る
か
に
き
や
つ
い
て
い
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
前
期
の
場
合
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、

四
つ
の
場
合
を
次
に
示
し
、
前
期
の
場
合
を
最
後
に
く
り
返
す
こ
と
に
し
よ
う
。

税
金
は
消
費
の
節
約
で
支
払
わ
れ
、
従
っ
て
貯
蓄
は
税
の
影
響
を
う
け
ず
、
投
資
も
ま
た
税
の
影
響
を
う
け
な
い
場
合
ハ
消
費
税

12-

賦
課
の
場
合
な
ど
)

的一円
j
M
H
q
(
M
i
v
i
州、

h
i
M

師
一
聞
λ
i
l
H
S
T
N
W

、N
i
柄引てて
H

せ
て
N・101
屯
句
、
m

M
J
i
w
J
l
M
)
¥
師
、
?
"
日

h
-十
(
N
i
s

e
!
(
N
i
q
)
 

従
っ
て
、

均
衡
予
算
定
H
Q
)

な
ら
ば
、
的
¥e
に
、
す
な
わ
ち

C
喧
に
等
し
い

税
金
は
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
て

可
処
分
所
得
の
貯
蓄
率
倍
が
貯
蓄
さ
れ
る
。

従
っ
て

一
部
分
程
は
消
費
の
節
約
で
、

一
部
分
認
は
貯
蓄
か
ら
支
払
わ
れ
る
場
合
(
個
人
所
得
税
な
ど
)

的

(
H
i
N
)
M
J
立
包
(
W
J
i
F
i



的
(
}
!
と
F
i
M
4
a
N
M
J
l
m
M
間
十
日
色
F
l
e
w
J
1

5 

とぐ

F 
、ー、‘-

F 

11 

Cη 

?ド剛d
0::: 1'， 

11込
や1+
白 iト易、li
色。

従
っ
て
、
均
衡
予
算
で
あ
れ
ば
こ
れ
は

C
喜
よ
り
小
で
あ
る
。

税
金
は
全
額
、
消
費
の
節
約
で
支
払
わ
れ
て
貯
蓄
は
全
く
減
少
せ
ず
、
投
資
の
み
税
の
影
響
を

う
け
る
場
合
(
個
人
事
業
税
な
ど
)

的
一

m
L
H
e
(
H
I
N
)
(
州、
-
i
州、
ijM

師
一

5
1
M
十
N
州、句
'imM
対処
U
H
e
(
H
i
a
w
J
F
t
e
e
d
(
H
l
N
)
師、町

とて

:守
、、、

F 

11 

-炉開'1
よli
11'，' 
il色
も

。淵一〕
/
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.
ト

2
ω
?ム
ト
明

ω〉
Z

一

従
っ
て
、
均
衡
予
算
の
と
き
、

こ
れ
は

C
さ
よ
り
大
で
あ
る
。

四

貯
蓄
も
投
資
も
、
課
税
の
影
響
を
う
け
る
場
合
〈
法
人
税
な
ど
〉

白

(HIe-N)
州、
v
j】

H
包

(
H
l
N
)
(
F
i
w
J
i
H
)

F 

F 

F 

11 

0:::1印
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111 
~Iと
11十
制定

111 
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従
っ
て
、
均
衡
予
算
な
ら
、
こ
れ
は

C
症
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
が
ガ

l
p
ー
や
ハ
ム
パ

1
グ
そ
の
他

の
場
合
で
あ
る
。
但
し
、
貯
蓄
・
投
資
の
絶
対
額
は
各
々
減
少
し
、
加
(
H
i
N
)
W
y
-
-
m
お
よ
び
t
z
l
N
)
州
、
:

的

(
H
i
h
S
H
N
せ
(
H
i
h叫
と
い
う
場
合
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。

で
あ
り
ま
た
、

経
済
学
研
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経
済
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前
回

以
上
に
よ
っ
て
、

あ
さ
ら
か
な
如
く
、

ガ
I
Hノ
1
お
よ
び
ハ
ム
パ

1
グ
〈
ま
た
ス
ミ
ス
)
の
場
合

lま

均
衡
予
算
の
多
く
の
場
合
の
稀
な
第
四
の
場
合
で
あ
っ
て
、

一
般
的
に
均
係
予
算
は
貯
蓄
率
と

投
資
率
に
対
す
る
課
税
効
果
に
よ
っ
て
、
成
長
率
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
従

っ
て
、
ガ

1
7
1
の
図
は
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
、
筆
者
は
第
一
ニ
・
凶
・
五
霞
を
作
成
し
た
。

1

.

i
師
十

(
N
l
q
)
¥
(
H
i
N
)

き
て
次
に
、
安
定
成
長
率
A
H
i
h
N
A
M
e
-
S

己
i
l
l
l
i
l
i
-
-
ー
の
左
辺
た
る
完
全
利
用
成

同

γ
l
(
N
i
s
h
H
i
N
)

長
率
の
分
析
に
よ
っ
て
、
投
資
者
と
し
て
の
活
動
を
み
よ
う
。
租
税
金
額
が
消
費
節
約
か
ら
支
払
わ

れ
る
場
合
山
ゅ
に
は
、
投
資
に
活
用
さ
れ
る
生
産
資
源
が
最
も
多
く
、
従
っ
て
生
産
高
は
最
も
高
い
。

租
税
の
一
部
分
が
消
費
の
節
約
で
支
払
わ
れ
る
場
合
問
川
聞
が
、

か
ら
支
払
わ
れ
る
場
合
は
、
最
も
小
さ
く
な
る
。

る
。
即
ち
、

そ
れ
に
つ
ぎ
、
租
税
の
全
額
が
貯
蓄

生
産
力
q
は
一
定
と
し
て
い

-14ー

尤
も
こ
の
と
き
、

q
ロ
!
(
円
相
、
i
N
)
!
し
こ
v

q
ロ
i
b
、
(
凶
I
N
)
i
-
3
V
司
官

ihH、ih、
}
H
C
h

(同
)

(

ω

)

吊)紳即時
V
(
N
)
(品
)δ
お

吟

出

許

吊

)

蕊

玲

V 

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
第
A

裂
の
成
長
率
で
投
資
が
自
生
的
に
与
え
ら
れ
る
た
め
投
資
率
は
所
与
で
あ
る
。
従
っ
て
、
消
費
率
の
減
少
(
貯

蓄
率
の
増
加
)
は
す
べ
て
成
長
率
を
高
め
る
か
ら
、
前
詑
の

m
w
m仰
向
い
ず
れ
の
場
合
も
、
成
長
率
は
高
ま
る
よ
う
な
観
今
一
望
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
右
辺
が
財
政
支
出
を
全
く
非
生
産
的
に
扱
っ
て
い
る
の
に
、
左
辺
は
、
少
な
く
と
も
消
費
的
支
出
、
以
外
は
、
生
産
的
に
扱

う
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

左
辺
で
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
財
政
支
出
の
消
費
支
出
を
減
じ
、

し
で
を
減
少
す
る
ほ
ど
、
完
全
利
用
成
長
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

生
産
的
支
出
を
増
す
ほ
ど
、
す
な
わ
ち

ガ
l
η
ノ
ー
も
ハ
ム
パ
l
グ
も
ス
ミ
ス
も
、
均
衡
予
算
の
水
準
を
高
め
る
と
き
、
成
長
率
は
掛
摘
す
、

と
い
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
予
算
経



費
に
国
定
費
と
可
変
費
が
あ
っ
て
、
前
者
は
だ
い
た
い
非
生
産
的
な
移
転
費
で
あ
る
の
に
、
後
者
は
生
産
的
な
非
移
転
費
を
特
に
最
近
は

多
く
含
む
傾
向
が
あ
り
、
予
算
増
額
は
生
産
的
な
非
移
転
費
を
増
す
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
均
衡
予
算
に
お
い
て
も
、
収
支
の
両
面

を
通
じ
て
財
政
は
投
資
者
と
し
て
活
動
し
得
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
第
四
の
場
合
を
再
考
察
し
よ
う
。

C
M円
H
q
官

i
a、(
H
!と
1
・
3
v
c
h

。
11 

<::!I帥

ドーi炉d

111 
"'1'" 
11十

"'1'" 
111 
~I~ 
11 

c 

(
Q
H
H
N
)
 

chq
は
最
終
的
結
果
と
し
て
は
、
均
衡
予
算
の
と
き
加
な
と
な
る
が
、
詩
述
の
如
く
民
間
の
貯
蓄
と
投
資
の
絶
対
綴
は
減
少
す
る
か
ら
、
そ

れ
を
福
う
た
め
に
は
む
い
『
に
与
え
ら
れ
る
投
資
額
の
う
ち
に
政
府
投
資
が
加
わ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
却
ち
、
事
実
上
の
貯
蓄
率
・
投

一一 15一一

資
率
に
は

cr式
の
示
す
民
間
貯
蓄
率
・
民
間
投
資
率
の
は
か
に
、
政
府
貯
蓄
率
・
政
府
投
資
率
が
あ
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
絶
対
的
投
資
同
の
減
少
は
完
全
利
用
成
長
率
を
低
く
し
、
長
期
停
滞
が
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
第
四
の
場
合

に
は
安
定
成
長
率
を
保
ち
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、

絶
対
的
に
減
少
す
る
貯
蓄
・
投
資
を
叫
財
政
投
資
で
補
整
し
な
い
限
り
、
第
五
院
の
如
く
、

同
は
肉
、
に
激
減
し
、
完
全
利
用
成
長
率
の
断
層
を
生
ず
る
。
保
証
成
長
率
は
的
守
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
。

(1) 

出

-uogp司
2
M
W
ロ
S
O
S
r
C
3
4
4
5
H
P民
間

8
5
5
$ユ
ロ
k
v
旬
円
高
。
ロ

yuw
入
品
事
由
玄
白
色
詩
句
白
也
事
む
き
な
図
書
な
さ
幡
町
》
島
市
内
喝
、
d

a
詩
円
相
、
芸
品
。
邑
ぎ
門
事

原
町
予
同
盟
忠
明
γ
食品
w

司
自
耳
目
口
付
申
品
目
白
同
町
g
a目、
S
H
F
G
司
哲
也
、
問
、
司
、
同
町
S
S
Cぎ
な
の
せ
DHhMS
匂
-
M
N
・

由
同
銭
投
資
を
含
む
と
き
は
、
右
辺
の
分
子
に
例
え
ば
ー
さ
を
入
れ
て
も
よ
い
。
ガ
l
リ
1
論
文

m
o
Z
4
を
み
よ
。

ハ
ム
バ

l
グ
は
、
ガ
i
リ
ー
と
の
格
途
点
と
し
て
、
ガ
1
リ
ー
は
政
府
投
資
を
生
接
的
に
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
様
な
投
資
は
自
生
投
資
と
し
て
私
的
貯

蓄
プ
ラ
ス
税
か
ら
の
控
除
と
す
べ
き
で
、
完
全
利
用
成
長
ぞ
む
し
ろ
減
退
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
町
S
Sむ
き
さ
の
さ
さ
HF
白書出

b
g
H
a伊
良
弐
廷
を
み

よ
。
し
か
し
、
こ
の
批
判
は
ガ
ー
ヮ
l
ぞ
理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ガ
i
ヮ
ー
も
、
右
辺
で
は
(
ハ
ム
パ
l
グ
は
こ
ら
裂
の
分
析
し
か
や
っ
て

(3) (2) 

終
済
学
研
究



経
済
成
長
と
財
政
政
策

磁
回

(5) (4) 

い
な
い
)
、
政
府
投
資
を
生
産
的
に
扱
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ガ
l
リ
i
前
掲
論
文
五
一
一
九
頁
。

ハ
ム
パ

1
グ
は
、
財
政
支
出
を
常
数
と
お
い
て
ね
と
し
て
い
る
点
と
、
ハ
ロ

v
ド
の

a
G
C可
制
》
目
。
自
由
H
M
仲
。
ロ
ロ
同
ロ
担
5
2
J
3
2
一
ミ
ョ
可
申
明
王
H
M
g
島
町
民

同町
nos-ぎ
な
同
町
2
2
M
3
H
Y
M
∞
A
F

・
に
お
け
る
M
V
O聞
け

c
g
g
k
p
を
用
い
て
(
同
?
】
i
M
~
?口
)
~
M
J
t
a
の
さ
と
し
て
い
る
点
を
徐
い
て
は
、
同
様
の
結
論
を

述
べ
て
い
る
Q
O
M
M
自
給
制
】
・
∞
∞
・
筆
者
の
示
し
た
式
は
、
貯
蓄
の
時
間
的
お
く
れ
の
点
で
ガ
i
リ
!
の
式
と
異
な
る
。

ハ
ム
パ
l
グ
前
掲
番
、
八
七
頁
。

こ
の
場
合
は
、
阪
大
の
藤
田
騎
助
教
授
が
そ
の
紹
介
論
文
で
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
大
阪
大
学
経
済
学
第
三
巻
第
開
口
号
『
ガ

1
り
i
「
成

長
経
済
に
お
け
る
財
政
政
策
』
一
一
九
頁
参
照
。

同区間宮町
σ己
目
。
出
回
伊
ぬ
が
ゐ
り
、
社
内
留
保
ぬ
は
す
戸
、
影
細
管
を
う
け
る
。

F
E
E
K
F
忌
a
N
Z
3
2
4
z
g
F割
問
田
山
口
答
申
g
z
g
M
E司
吋

戸

0
4『

C
同

同
出
向
。
露
出
w
w
w

山
口
同
事
自
由
連
-6
・
匂
き
一
回
暑
さ
ま
ま
Q
誌
丸
、
足
九
V

同
校
、
qh品会・

こ
の
他
に
、
全
課
税
額
、
が
貯
蓄
か
ら
支
払
わ
れ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
、

ζ

の
場
合
と
の
組
合
せ
が
あ
る
が
、
経
済
全
体
の
観
点
か
ら
は
、
き
わ
め
て
非

現
実
的
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
複
雑
化
す
る
の
で
省
略
し
た
。

ガ
1
リ
i
前
掲
論
文
五
三
一
一
良
及
び
五
一
一
一
三
頁
。

こ
こ
で
、
強
穂
町
「
均
衡
予
算
の
乗
数
効
果
」
を
め
ヤ
る
論
争
』
経
済
怒
溺
第
十
一
集
の
結
論
ぞ
く
り
返
し
て
も
よ
い
。
円
投
資
に
変
化
な
く
、
貯
相
官
か

ら
(
H
l
a
)
守
だ
け
の
税
の
支
払
い
が
な
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
乗
数
倍
だ
け
の
、
す
な
わ
ち
時
額
だ
け
の
乗
数
効
果
を
う
ひ
の
で
あ
る
可
貯
蓄
率
也

の
減
少
は
訟
が
討
に
等
し
い
と
と
を
前
提
と
し
、

L
3
0
ぞ
常
数
と
す
る
限
り
、
州
、
。
の
大
な
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
州
、
町
が
大
と
な
れ
ば
、
(
m
l
F
)
~
F

す
な
わ
ち
成
長
率
は
小
と
な
る
。
よ
っ
て
、
貯
潜
率
の
減
少
は
乗
数
効
果
を
生
み
、
成
長
率
や
低
下
さ
せ
る
。
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(7) (6) (8) (9) (11)品。

問
、
経
済
成
長
と
不
均
鶴
予
算

以
上
に
お
い
て
、
均
衡
予
算
の
成
長
効
果
を
貯
蓄
率
と
投
資
率
に
対
す
る
収
入
面
、
支
出
面
を
通
じ
て
の

に
よ
っ
て
分
析
し
、
明

ら
か
に
し
た
が
、
不
均
衡
予
算
の
成
長
効
果
も
開
襟
に
、

そ
の
線
に
沿
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
安
定
成
長
の
条
件
式



q
{
H
i令
、

(
H
i
N
、)
iし弘、〕日

h
a十

(
N
i
m
S
K
M
・-N
)

N
7
1
(
Nー
も
そ
(
H
i
N
)

の
右
辺
は
、
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
財
政
支
出
の
経
済
的
効
果
は
無
視
し
、
市
場
経
済
に
お
け
る

と
投
資
に
対
す
る
作
馬
に
よ
っ
て

財
政
活
動
の
成
長
効
果
を
記
握
す
る
も
の
で
あ
る
一
か
ら
、
収
入
(
租
税
)
苗
に
重
点
が
あ
り
、
赤
字
予
算
(
N
八
、
)
の
場
合
に
は

C
さ

H
柏

¥
q

よ
り
小
と
な
り
、
黒
字
予
算
定
V
Q
)

の
場
合
に
は
保
証
成
長
率
よ
り
大
と
な
る
。
具
体
的
に
云
え
ば
、
赤
字
予
算
の
と
き
貯
蓄
率
が
小
と

な
り
、

投
資
率
が
大
と
な
っ
て
、

保
証
成
長
率
よ
り
小
と
な
る
。

黒
字
予
算
の
と
き
は
逆
の
理
由
に
よ
っ
て
保
証
成
長
率
よ
り
大
と
な

る。
次
に
安
定
成
長
の
条
件
式
の
左
辺
は
、
財
政
支
出
の
生
産
力
を
含
む
完
全
利
用
成
長
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
政
収
入
面
は
い

わ
ば
所
与
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
由
を
一

と
す
る
限
り
、
予
算
の
う
ち
の
非
生
産
的
な
消
費
的
支
出
し
弘
、
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
均
衡
予

算
の
場
合
で
も
生
産
的
な
投
資
的
支
出
の
増
加
と
な
っ
て
完
全
科
用
成
長
率
を
大
ぎ
く
し
た
。
こ
の
よ
う
な
消
費
的
支
出
か
ら
投
資
的
支

出
へ
の
振
替
が
極
限
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
し
弘
、
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
も
、
赤
字
予
算
に
よ
っ
て
対
政
投
資
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か

-17-

ら
赤
字
支
出
額
は

il司
、
に
相
当
す
る
と
お
も
わ
れ
る
。
従
っ
て
赤
字
支
出
額
、
を
も
と
す
れ
ば
、
黒
字
支
出
額
は
!
も
と
し
て
赤
字
予
算
と

黒
字
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
る
。

c
h
v
u
q
官
l
h
H
A
H
i
s
-
h
、+
3
V
C同

C
山
山
打
。
〔
H
i
a
、(
H
i
s
-
し弘、

1
3
八
C
h

こ
の
関
係
を
第
六
図
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
。
平
田
の
横
軸
、
縦
軸
は
前
期
の
所
得
州
、
:
で
、
。
同
町
す
な
わ
ち
h
M
V

だ
け
今
期
に
所
得

の
成
長
す
る
場
合
が
保
託
成
長
率
と
す
る
。
そ
こ
へ
予
算
が
加
わ
っ
た
結
果
、
貯
蓄
の
減
少
あ
る
い
は
投
資
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
成
長

率
を
示
す
線
は
同
旬
、
か
ち
同
?
ま
た
は
同
町
q

に
移
り
、
成
長
率
は
低
く
ま
た
は
高
く
な
る
。

第
六
回
で
は
税
制
の
種
類
に
よ
っ
て
貯
蓄
ま

経
済
学
研
究
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前
回
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池

u
b
p
b

m
d
o
v
 

湖
、

v

aLW 

Y 

1-且(I-z)ーJt8

た
は
投
資
の
減
退
す
る
こ
と
を
示
し
て
的
(
H
l
N
)
w

ヨ
(
同
!
と
と
し
た
が
、
赤
字
予
算
も
貯
蓄
率

を
減
少
さ
せ
、

は
投
資
率
を
減
少
さ
せ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
均
的
線
や
同
e
線
よ

り
外
側
に
赤
字
予
算
と
黒
字
予
算
の
影
響
を
あ
ら
わ
す
糠
を
搭
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
省
略

し
た
。

Y 

Fig. 6. 

き
て
、

い
ま
。
む
額
の
予
算
た
く
み
、
税
制
上
、
貯
蓄
の
減
退
を
も
た
ら
し
て
成
長
率
が

そ
の
際
、
予
算
の
経
費
内
容
を
検
討
し
て
消
費
的
支
出
を

~v
点
に
下
っ
た
も
の
と
し
よ
う
。

投
資
的
支
出
に
振
替
え
、
ト
か
ら
〉
へ
消
費
的
支
出
を
減
少
さ
ぜ
れ
ば
、
経
済
全
体
と
し

て
は
成
長
率
を
自
信
後
し
、
内
点
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
H

一
九
回
の
消
費
的
支
出
は
変
え
る
こ

と
な
く
ミ
ペ
た
け
の
投
資
的
支
出
の
生
産
性
、
を
大
き
く
す
る
こ
と
(
点
線
)
に
よ
っ
て

-18-

赤
字
予
算
十
円
四
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も

こ
の
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
し
む
バ
〉
が
閤
定
的
な
経
費
で
減
少
し
得
な
い
な
ら
ば
、

財
政
収
入
協
の
影
響
で
投
資
率
が
減
少
し
、
成
長
率
が
高
く
な
っ
た
場
合
に
保
証
成
長
率
へ
引
き
戻
す
に
は
、
財
政
支
出
を
龍
述
の
場

合
と
逆
の
方
向
へ
振
替
え
れ
ば
よ
い
。
黒
字
予
算
に
つ
い
て
も
毘
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
税
制
の
選
択
、
予
算
額
の
増
減
、
支
出
内
容
の
再
構
成
の
く
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
財
政
政
策
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

五
、
む

す

n
I
M

ハ
E
V

均
衡
予
算
の
乗
数
効
果
を
論
じ
て
、
特
別
に
『
叫
財
政
乗
数
』
と
称
す
る
概
念
を
設
け
よ
う
と
し
た
一
部
論
者
に
反
対

び

さ
き
に
筆
者
は
、

し
、
対
政
の
問
題
は
綜
合
経
済
と
し
て
の
全
経
済
の
う
ち
の
問
題
と
し
て
考
察
す
ベ
ぎ
で
あ
っ
て
、
財
政
独
自
の
経
済
的
意
味
な
別
個
に



分
析
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
。

を
も
っ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、

ま
た
同
時
に
、
叫
財
政
収
支
の
経
済
的
意
味
は
、
全
経
済
に
お
け
る
、
貯
蓄
・
消
費
・
投
資
へ
の
効
果

理
解
で
き
る
か
ら
、
均
衡
予
算
の
乗
数
効
果
は
、
貯
蓄
の
マ
イ
ナ
ス
に
よ
っ
て
税
の
支
払
が

さ
れ
て
い
る
点
に
意
味
が
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
賛
同
を
得
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
同
じ
観
点
か
ら
の
分
析
を
経
済
成
長
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

び
右
の
信
念
を
、
す
な
わ
ち
財
政
の
経
済
的
意
味
は
全

ま
た
そ
れ
は
、
貯
蓄
・
消
費
・
投
資
へ
の
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
真
の
様
相
を
把
握
で
き

経
済
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、

る
と
い
う
信
念
を
確
認
す
る
。

な
お
当
初
の
予
定
で
は
、
自
然
成
長
率

C
S
と
の
関
連
や
、
経
済
成
長
と
利
子
率
と
の
関
係
を
も
論
ず
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
改
め
て
論
じ
た
い
と
お
も
う
。

し
か
し
、

割
当
ら
れ
た
余
白
も
尽
き
た
よ
う
で
あ
る
。

〈
五
七
年
十
月
七
日
未
明
)
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(2) (1) 

経
済
怒
務
第
十
一
集
。

岩
野
田
兆
次
郎
円
財
政
の
経
済
理
論
』
第
一
一
一
章
第
三
一
節
財
政
乗
数
(
工
〉
第
四
節
(
豆
〉
参
照
。

i
故
、
永
田
清
先
生
に
捧
ぐ

i

昭
和
三
十
一
一
年
十
月
二
十
一
日
ハ
臼
本
財
政
学
会
総
会
の
翌
日
〉

N
H
K
会
長
室
で
永
田
先
生
に
お
め
に
か
か
り
、
折
か
ら
の
採
用
試
験
で
儲
多
忙
中
に

も
拘
ら
ず
、
一
一
一
十
分
ほ
ど
時
間
ぞ
お
さ
き
く
だ
さ
っ
て
、
乙
の
論
文
に
も
自
ら
}
返
さ
れ
、
旦
つ
身
に
余
る
激
励
の
一
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
カ
ラ

ヤ
ン
指
揮
ベ
ル
ワ
ン
フ
ィ
ル
フ
ァ

1
モ
ニ

l

ハ
十
一
月
七
日
ベ

l
ト
ウ
ベ
ン
第
七
)
を
御
一
諸
に
聴
く
べ
く
名
寄
屋
で
待
機
中
、
十
一
月
三
日
卦
胡
刊
に
援

す
。
御
生
前
の
御
懇
情
や
深
謝
し
、
立
つ
御
冥
揺
を
祈
り
本
論
文
を
捧
円
、
。

経
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学
研
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